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関係する計
画、通知等

総務省設置法第4条第63号

22年度 23年度要求

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

担当課室 電気通信技術システム課

上位政策

課長　野崎　雅稔総合通信基盤局

一般会計

担当部局庁

情報通信技術研究開発推進費

総事業費(執行ベース) 20 18 16
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19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後） 18

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

廃止
（２１年度で廃止）

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

所期の目的を達成したので２１年度で終了。

調査研究を依頼したシンクタンクとは、調査内容の方向性や結果等について調整するため電子メールや電話で頻繁に
連絡をとるとともに、隔週程度の頻度で直接会う等して進捗状況の確認を行い、仕様や契約内容とに差異がないかを
十分に確認するようにしている。また、調査研究結果の納品にあたっても、結果とりまとめの段階から積極的に関与し、
内容が不十分とならないように監督している。

事業番号 0040

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　　(総　務　省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成１８年度

次世代ネットワーク時代の技術標準等の在り方
に関する調査研究

執行率 97% 99% 90%

民間シンクタンク３社による調査研究により、電気通信端末や既存の技術基準に対する利用者意識の調査、複数事業
者間の責任関係の在り方に関する調査、携帯電話の環境配慮に関する調査を実施した。また、携帯電話の環境配慮
については、環境省や携帯電話事業者と調整の上、携帯電話リサイクルに関するシンポジウムを開催した。
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事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

・既存サービスの提供方法変更や新たなサービス登場の際にも、利用者が安心して利用できるようにするため、適切な
技術基準の検討に資する基礎資料収集として、主に利用者における現状認識調査を民間シンクタンクに依頼。
・近年ネットワークのＩＰ化が進展し、複数事業者によりサービスが提供され、不具合発生時の責任関係が不明確になっ
てきている。その解決に向けた責任分担モデルの検討に資するため、国内外動向の調査や関係者ヒアリング等を民間
シンクタンクに依頼。
・携帯電話端末に係る環境配慮が課題となっており、今後の仕様や標準化等の検討に資するため、国内外の環境対
応技術やリサイクルの現状や動向についての調査研究を民間シンクタンクに依頼し、あわせて関連シンポジウムも実
施。

近年、ＩＰネットワークに様々な端末が接続されることで多様なサービスが展開されたり、ホームネットワークのように端
末がネットワーク化したりする等、複数の端末が相互に連携し、ネットワーク接続を実現している。こうしたサービスを安
心して利用するため、次世代のオールIPネットワークにふさわしい技術基準の策定等に向けた調査研究を実施する。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）
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資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

総務省

１６百万円

B. アライド・ブレインズ(株)
６百万円

技術基準・ガイドライン・国際標準

等の検討の参考とするため、利用

者意識や国内外動向等の調査を

民間シンクタンク等に依頼

ＩＰ化時代は複数事業者によりサービスが提

供され、不具合発生時の責任関係が不明確

であるため、その枠組みとしての責任分担モ

デルの検討に資するため、国内外動向の調

査や関係者ヒアリング等を実施

【一般競争入札】（応札数：３社）

A. (株)三菱総合研究所

５百万円

既存サービスの提供方法変更や新たなサー

ビス登場の際にも、利用者が安心できるよう

にするため、技術基準を整備するための検討

に資する基礎資料収集として、主に利用者に

おける現状認識調査を実施

C. (株)ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾃﾞｰﾀ経営研究所

４百万円

携帯電話端末に係る環境配慮が課題となって

おり、今後の仕様や標準化等の検討に資する

ため、国内外の環境対応技術やリサイクルの

現状や動向についての調査研究を実施

【少額随意契約】

D. 民間企業・団体

１百万円

携帯電話端末の環境配慮に関する調査研究と

平行して、環境省や携帯電話事業者と調整の

上、携帯電話リサイクルに関するシンポジウム

を開催し、そのため以下のレンタル費用を支出

・秋葉原UDXｱｷﾊﾞｽｸｴｱ（会場）：0.6百万円

・レントオール江戸川（備品類）：0.3百万円

【一般競争入札】（応札数：２社）

【一般競争入札】（応札数：３社）



0計 1 計

使　途 金　額
(百万円）

その他 レンタル費用 1

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

0

D.民間企業・団体 H.

計 4 計

調査費 調査研究の実施 4

C.（株）エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所 G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 6 計

調査費
フォーラムWGの運営，責任分担
モデルに関する調査研究の実施
及び報告書作成

6

B.アライド・ブレインズ（株） F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0計 5 計

調査費
技術基準に関する一般へのアン
ケート・調査研究の実施及び報告
書作成

5

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

A.（株）三菱総合研究所 E.

使　途 金　額
(百万円）



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 施策の概要 

既存サービスの提供方法変更や新たなサービス登場の際にも、利用者が安心して

利用できるようにするため、適切な技術基準の検討に資する基礎資料収集として、

主に利用者における現状認識等を調査する。 

また、ＩＰ化時代は複数事業者によりサービスが提供され、不具合発生時の責任

関係が不明確であるため、その枠組みとしての責任分担モデルの検討に資するため、

国内外動向の調査や関係者ヒアリング等を実施する。 

加えて、携帯電話端末に係る環境配慮が課題となっており、今後の仕様や標準化

等の検討に資するため、国内外の環境対応技術やリサイクルの現状や動向について

の調査研究等を実施する。 

 

２ イメージ図 

…
アナログ電話

交換機

既存アナログ電話網 オールＩＰネットワーク
アナログ電話網からＩＰ網へ

ＩＰ

網

ＩＰ

網

ＩＰ

網

ＩＰ端末
ＩＰ端末

光アク セスなど

機器のユビキタス化 ブロードバンド化

ネットワークのIP化

高度で多様なサービスを
安価に提供

オープンかつ
強固なセキュリティ

 

PC

STB
DTV

AV-HDD

ｱｸｾｽ網 HGW
電話

ｺﾝﾄﾛｰﾗ
エアコン

電子レンジ

回線
ｻｰﾋﾞｽ
会社

ISPIX

VoIP

デジタル放送

VOD

Web サービス

ネットワークのIP化

緊急放送・通信

端末のネットワーク化

多種多様な端末多種多様なサービス

技術基準
・通信品質

・マルチキャリア
・マルチサービス
・重要通信の確保
・なりすまし対策

・停電対策
・責任分界…

GW
PC

電話

無線LAN

モバイルPC

携帯電話

サーバ

IP-VPN

PC

電話

端末認証制度による技術基準適合の担保
 

 

近年、ＩＰネットワークに様々な端末が接続されることで多様なサービスが

展開されたり、ホームネットワークのように端末がネットワーク化したりす

る等、複数の端末が分担してネットワーク接続を実現している。こうしたサ

ービスを安心して利用するため、次世代のオール IP ネットワークにふさわ

しい技術基準の策定等に向けた調査研究を実施する。 

次世代ネットワーク時代の技術基準等の 

在り方に関する調査研究 
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